
（8）特別職の報酬などの状況（17年1月1日現在）
区 分 給料月額など 期末手当支給割合
市　長
助　役
収入役
教育長
議　長
副議長
議　員

772,000 円
648,000 円
600,000 円

380,000 円
410,000 円
450,000 円
600,000 円

６月期 1.60月分
12月期 1.70月分　計3.30月分

６月期 1.60月分
12月期 1.70月分　計3.30月分

(注)　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者・派遣職員など
　を含み、臨時または非常勤職員を除きます。

　　 （　）内は、再任用短時間勤務職員です。＊職員数には含んでいません。

（9）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在） （単位：人）

部 門 区 分
職 員 数 対前年

増減数 主 な 増 減 理 由

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

小　　計

教　　育
消　　防
小　　計

普通会計　計
水　　道
下　　水
そ の 他
小　　計

合　　計

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

344

平成16年
5
64
28
150
34

21
5
37

352
（ 1 ） （ 1）

（ 1）

平成15年
5
67
28
154
33

24
6
35

59（ 1 ）
64
123
475
14
12
14
40
515
（ 1 ） （ 2）

58（ 1 ）
64
122
466
14
10
14
38
504

1

2

阿佐線対策事業の終了

△ 4 保育士の減
高齢者健診事業の充実

空港周辺対策事業の終了

高規格道路周辺対策事業の推進

農業集落排水事業の終了

△ 8

△ 3

△ 3
△ 1

用務員の減△ 1

△ 1

△ 2

△ 2

△ 9

△11

区 分 内　　　　　　容 国の制度
との異同 国の制度と異なる内容

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　 13,500円
配偶者以外の扶養親族２人まで　　　　　 6,000円
ただし、配偶者のいない職員の扶養親族１人 11,000円
その他の扶養親族　　　　　　　　　　　 5,000円
満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子
１人につき加算
扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目の親族 6,500円

扶養手当

5,000円

① ① ①借家・借間居住者
�基礎控除額　　　　　　　　　　　　　 12,000円
�最高支給限度額　　　　　　　　　　　 27,000円

② ② ②自宅居住者（新築または購入後５年間） 2,500円

① ① ①交通機関などの利用者
�運賃等の額に相当する額55,000円まで全額支給

② ② ②交通用具利用者　　　　　　　 900～24,500円

住居手当

通勤手当
② ②交通用具利用者
2,000円（２㎞以上～５㎞未満）

〜
最高24,500円（60㎞0 以上）

同　じ

同　じ

一部
異なる

（16年4月1日現在）
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（10）定員適正化計画の数値目標および進ちょく状況

(注)
１ 計画期間は13年～17年
の５年間です。

２  (    )内の数値は、数値目
　　標に対する進ちょく率
　　を示しています。

※お問い合わせは、総務課職員係（�８８０ー６５５１）まで

①  ① 定員適正化目標（数・率）
　　　職員数を平成13年から平成17年までの５年間で29人（5.4％）削減することを目標としています。
　　数年前から保育所の民営化に取り組んでいますが、引き続き民生部門、教育部門の職員数の抑制
　　を図るとともに、他部門においても事務改善および機構・組織の改革に取り組んでいきます。
＊ 最終年度前に計画目標が達成されたことに伴い、平成16年度を起点とした新たな定員適正化計画
　　を策定します。

②  ② 定員適正化手法の概要
�民間委託など…保育所の民営化をはじめ、委託できるものについては委託化を図ります。
�機構・組織改革…行政需要に対応した機構・組織改革を図ります。

③  ③ 定員適正化計画の年次別進ちょく状況（実績）の概要（各年4月1日現在）

区　分
13 年
１ 年 目

（参考）
数値目標

全部門
減　員
増　員
差　引
累　計

（進ちょく率）

職員数 536 525 515

17

△ 21△ 110
0
17

（0％）
△ 29

507

20
9

21
11

△ 11 △ 10

14 年
２ 年 目

15 年
３ 年 目

（37.9％）（72.4％）

504

△ 32

19
8

△ 11

16 年
４ 年 目

（110.3％）（100％）
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